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3本日はお忙しい中、地域研究センターのシンポジウ
ムにご出席いただきまして、誠にありがとうございま
す。また皆様方には、日頃から私共長岡短期大学に大
きなご理解、ご支援をいただき、心より御礼申し上げ
ます。
本学は地域社会に貢献する人材を育成することを目
指しております。地域研究センターもまた地域社会に
貢献することを念頭に、長岡短大の持っている知的蓄
積、情報等を地域社会に開放し、地域の皆様に少しで
もお役に立てるようにと考えてきました。具体的には、
調査研究にはじまり、公開講座を開いたり、地域研究
という機関誌を年に１回刊行しております。さらに、
企業の皆様に御出いただき、研究会を開催しています。
このシンポジウムもその事業の１つです。地域研究セ
ンターは、平成３年10月に発足し、今年で満９年にな
ります。毎年、問題になっているテーマをとらえ、皆
様方と一緒に研究、検討することを主だってやってき
ました。
そこで今回は、市場構造急変の中の企業戦略という
テーマを掲げました。後ほどのパネルディスカッショ
ンには、この地域でご活躍され、成功を収められてい
る方々の中から、３名にご出席いただき、私共の方か
らは３名の教員が参加します。どうか、最後までご静
聴いただきまして、質問等がございましたら、ご遠慮
なくご発言していただきたいと思っております。
なお、長岡短期大学は、最近の時代の要請や地域社
会の要望を受けまして、来年の４月から４年制の大学
に転換することを文部省に認可申請しているところで
す。12月20日頃にはその結果が出ます。学部の方は産
業経営学部、学科は産業経営学科となり、経営情報、
現代流通、産業経済、さらに地域経済というコースを
設けて、実際の産業社会に役立つ人材を養成すること
を進めていきたいと思っています。
この地域研究センターも、今後一層、地域社会、地
域企業、あるいは地域の公共団体等と連携を密にして、
地域の発展や企業のお役に立つように改善、充実を図
っていきたいと思っています。
今日は企業の皆さん、公共機関、関係団体の方々な
ど大勢の方に御出いただいておりますので、この場を
かりて一言お願い申し上げたいと思います。長岡短期
大学が４年制大学になりましても、来年４月には卒業
生がおりますし、短期大学の方も継続していきますの
で、ご支援を承りたいと思います。特に、学生の就職
につきましては、何卒、従来以上のご協力、ご支援を
お願い申し上げて、簡単ではございますが、開会のご
挨拶とさせていただきます。
【主催者あいさつ】
本学学長・当センター所長　　　　中　西　貞　夫
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新潟県における産業・企業と企業家の変遷
長岡短期大学専任講師　　　松本　和明
ただ今ご紹介いただきました長岡短期大学専任講師
の松本です。私の専門分野は、新潟県内の企業や企業
家の歴史の研究です。新しい世紀を迎えるにあたって、
新潟県、あるいは長岡の産業、企業のあり方を考える
時に、歴史的な視点、長期的な視点でとらえることに
も意義があると思いますので、今回の基調報告をさせ
ていただくことになった次第です。
そこに４枚綴りのレジメがあります。手書きの細か
い文字で恐縮ですが、これを中心にしてお話させてい
ただきます。それと先ほどお配りした地域研究の中に、
私の小論が掲載されておりますので、それと共に、お
話を展開していきたいと考えています。
明治から現代にかけての新潟県そして長岡における
産業の発展の動向をふりかえってみた時に、その主体
については様々なものが考えられます。国や県、市町
村の産業政策、経済政策も重要ではありますが、より
重要なのは、企業家、経営者の存在であると考えます。
彼らの主体的な努力、積極的な活動によって、起業が
4構想され、数多くの企業が立ち上げられ、彼らがもつ
様々なノウハウ、アイディアを結集して経営を展開し
てきたことにより、それらの企業の成長が実現され、
ひいては地域の振興につながってきたと見ることがで
きるのです。そこで今回は、新潟県内の産業・企業と
企業家のこれまでの動向を明治、大正、昭和戦前から
戦後、そして現在にわたって、時代をおってお話して
いきたいと思います。
まず明治期からはじめていきます。地域研究第10号
の67ページをご覧ください。この表４は、明治40年と
大正７年における新潟県の企業の払込資本金の額で上
位30社を上げています。明治40年では、石油業と銀行
が大半を占めていることが分かります。このうち、宝
田石油、北越鉄道、日本石油の上位３社は傑出した存
在で、全国レベルで見ても、当時としては相当な大企
業でした。
日本石油は、内藤久寛をリーダーとし、山口権三郎、
長岡の岸宇吉らが中心となって設立されました。出雲
崎の尼瀬海岸から石油が出ることを内藤が認識してお
り、石油を採掘することによって、地域振興を図ろう
と日本石油を設立したのです。当時、石油採掘は山師
的なものとされていましたが、内藤はビジネスとして
展開することを構想し、積極的にリーダーシップを発
揮して、アメリカから最新の石油採掘の機械を導入し、
効率的に石油を採掘することに成功したのです。
そして、尼瀬にとどまらず、新潟県内の西山、新津、
さらには秋田、北海道に進出して採掘事業を展開して
いきました。当時は、石油を採掘した後はそれを他の
精製業者に販売するのが一般的だったのですが、さら
に一歩進んで、柏崎や新津に製油所を建設し、石油精
製の過程まで行うという戦略を展開したのです。
また、アメリカから購入する採掘機械はコストが高
くつくために、自ら製作すべきだと考え、新潟鉄工所
を設立しました。現在の新潟鉄工です。新潟鉄工所は、
石油の採掘や精製の機械を製作するとともに、石油輸
送のためのタンク車、さらにディーゼルエンジン等の
開発を手がけていきました。一方、販売については、
新潟県内にとどまらず、大消費地である東京や横浜に
積極的に進出し、蝙蝠印とのブランドを確立して、普
及につとめた結果、日石のブランドは全国的にメジャ
ーな存在になっていきました。このように、日本石油
は石油の採掘から精製、販売という３つのプロセスを
統合して行う経営戦略を展開して成功を収めていった
のです。
一方、日本石油とライバル関係であったのが、資本
金額がトップの宝田石油です。リーダーは山田又七と
いう人物です。彼も旺盛に活動し、日本で２番目の石
油会社にまで成長させました。山田は、現在の栃尾市
にあたる荷頃村比礼で採掘をスタートさせました。彼
もまた革新的であって、石油の採掘だけにとどまらず、
信濃川のほとりにある中島地区に製油所を設け、精製
にも着手していました。ここで注目すべきは、当時の
石油輸送の方法は、人や馬、牛の背中に乗せて運ぶと
いう原始的なものだったのですが、山田は画期的な試
みとして、東山から中島までパイプラインを設置し、
よりスムーズに石油を輸送することが実現されまし
た。
宝田石油もまた、日本石油と同様に、東京、大阪に
とどまらず、全国に販売網を形成し、さらにマーケテ
ィング、品質改善も積極的に行っていました。これら
とともに、宝田石油は、中小の会社、組合を多数買
収・合併をすすめ、いわばスケール・メリットを追求
して、企業規模を飛躍的に拡大していったのは特筆す
べきです。明治期においては、日本石油と宝田石油は
石油業に新しいビジネスモデルを創造したといえま
す。
北越鉄道は現在のＪＲ信越線に当たる路線です。当
時は、鉄道が無かったために地域の発展が遅れており、
山口権三郎や岸宇吉、内藤久寛が中心となって鉄道の
敷設の計画が進められたのです。北越鉄道は株式会社
としてたちあげられ、新潟の沼垂と直江津間を結びま
した。
この北越鉄道が開通することによって、ようやく新
潟と長岡が東京と直結することになり、人や物の流れ
が非常にスムーズになったのです。特に新潟県下で採
れる米穀や石油の輸送が便利になりました。それまで
は、長岡に石油や米を集めて、船で信濃川を下って新
潟まで行き、そこから別の船に積み替えて、北海道、
大阪や東京方面まで運ぶという非効率な輸送を強いら
れていたわけです。北越鉄道の開通により、大量輸送
とコストダウンが実現し、新潟米、越後油のブランド
力がアップしました。このように北越鉄道は、日本石
油や宝田石油の成長においても、新潟県の地域振興に
とっても、非常に重要な役割を果たしたのです。
ところで明治40年の段階では、県下に22の企業家の
グループが存在していたことが確認できます。宝田石
油、日本石油は核となる企業になっていますが、他を
見ますと、各地域の銀行が中心となっています。新潟
5の新潟銀行（現・第四銀行）や長岡の六十九、長岡銀
行（現・北越銀行）をはじめ、各地の銀行がいわばベ
ンチャーキャピタルとしての役割を担っていました。
１人の企業家が企業を立ち上げることは難しいわけで
すが、複数の企業家が結集して、自分達の持っている
アイディアやノウハウを集め、経営資源、いわゆる人
材や技術、資金、情報等をうまく共有し、それを結合
させることによって、様々なベンチャービジネスを立
ち上げていくことが各地で活発に展開されていたので
す。
続いて、大正期を見ていきたいと思います。先ほど
お示しした表４をご覧ください。宝田石油が首位であ
り、約４倍に資本金が増えており、持続的に成長して
いたことがみてとれます。この間、日本石油と新潟鉄
工所が東京に本社を移転していますので、少し構造が
変わってきています。ここで注目すべきなのは、電
灯・電力の会社が加わってきたことです。
表から見ますと、６位に新潟水電、７位には新潟水
力電気、９位に北越水力電気、10位に越後電気が入っ
ており、電灯・電力会社が新潟、長岡、高田で発展を
遂げていることがうかがえます。電灯・電力会社の発
展は、従来、都市部のみに電灯が設置されていたのが、
農村部にも電灯が普及するようになったことと、加え
て、工場に対しての電力の供給が活発化したことによ
ります。
例えば、長岡の北越水力電気は、信濃川の塩殿水力
発電所でおこした電力を、北越製紙の長岡工場や新潟
鉄工所長岡分工場をはじめとする石油採掘機械の工
場、生糸、織物などの工場へ供給しました。長岡市域
の工業化の進展において、北越水力電気は重要な役割
を果たしていたのです。
また、当時の電灯・電力会社は、自らが発電をした
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出典：昭和３年…阿部直躬編『日本全国諸会社役員録』第36回（商業興信所、昭和３年６月）
　　　昭和12年…上野　薫編『日本全国諸会社役員録』第45回（商業興信所、昭和12年７月）より作成。
備考：（ｉ）払込資本金額は万円未満を切り捨てた。
　　　（ｉｉ）社長、頭取が不在あるいは不明の場合は、事実上のリーダーである人物名を記した。
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図表１　昭和３・12年の新潟県における払込資本金順上位30社
6電力を使って化学工業を興すといった多角的な戦略を
積極的に展開していました。具体的には、塩酸カリや
苛性ソーダ、カーバイドなどの生産に着手するととも
に、それらを生産する工場を積極的に誘致することも
併せて行っていきました。
北越水力電気を例にとりますと、明治の終わりに長
岡の土合地区にカーバイドとカーボンの生産を開始し
ています。その後、電気製鋼や石灰窒素、硫安などに
多品種化を推進していきました。さらに蔵王地区にも
工場を建設し、事業規模の拡大を推進しました。この
北越水力電気の電気化学事業がスピンアウトして、昭
和17年に北越電化工業になり、それが現在の北越メタ
ルとなっていくのです。また、越後電気は、中頸城郡
内に亜鉛の精錬工場を誘致し、電力の供給を行いまし
た。
また、この時期に、田村文四郎と覚張治平をリーダ
ーとする北越製紙の経営発展は顕著なものがありまし
た。田村は県内から豊富に確保できる稲藁を原料とし
て板紙の生産を構想し、最良のパートナーの覚張とと
もに旺盛に事業を展開していきました。長岡工場で板
紙、そして増設した新潟工場では洋紙を生産し、その
後、永らく新潟および長岡の産業の発展に重要な役割
を果たしていくこととなったのです。
それ以外では、現在のＪＲ越後線である越後鉄道や
長岡から与板、寺泊を結ぶ長岡鉄道など、交通網が整
備されていったことも産業の発展に大きな影響を与え
たといえます。
大正７年において、県下には27の企業家グループが
確認されます。銀行や電灯・電力、鉄道会社を中心に、
様々な企業のたちあげが加速していったのです。
続きまして昭和期に入ります。図表１は、昭和３年
と昭和12年における払込資本金順上位30社のデータで
北 越 製 紙
新 潟 交 通
第 四 銀 行
東 光 商 事
中 越 自 動 車
北 越 銀 行
新 潟 硫 酸
大 光 相 互 銀 行
新 潟 相 互 銀 行
北 越 電 化 工 業
長 岡 鉄 道
有 澤 製 作 所
北 陸 瓦 斯
新 潟 製 氷 冷 凍
旭 産 業
北日本食糧工業
明 道 金 属
三 条 信 用 金 庫
東 洋 活 性 白 土
歴 世 礦 油
中 野 組
小 林 百 貨 店
篠 宮 農 機
三条機械製作所
越 後 魚 販
農 工 協 同 公 社
国際佐渡観光ホテル
敦 井 商 店
睦 織 物
丸 七 商 事
社 長 ・ 田 村 文 之 助
社 長 ・ 中 野 四 郎 太
頭 取 ・ 田 巻 堅 太 郎
社 長 ・ 片 岡 千 代 一
社 長 ・ 西 山 平 吉
頭 取 ・ 松 田 英 次
社 長 ・ 小 澤 国 治
社 長 ・ 駒 形 十 吉
社 長 ・ 大 森 新 太 郎
社 長 ・ 山 口 順 太 郎
社 長 ・ 田 中 角 栄
社 長 ・ 有 澤 忠 一
社 長 ・ 敦 井 栄 吉
社 長 ・ 高 杉 儀 平
社 長 ・ 小 松 篤 美
社 長 ・ 吉 田 吉 造
社 長 ・ 明 道 吉 之 助
理事長・金子佐武郎
社 長 ・ 山 田 政 義
社 長 ・ 山 崎 福 松
社 長 ・ 上 原 堅 次
社 長 ・ 小 林 與 八 郎
社 長 ・ 篠 宮 耕 治
社 長 ・ 結 城 太 一 郎
社 長 ・ 石 原 慶 治
社 長 ・ 鈴 木 吉 次 郎
社 長 ・ 中 野 四 郎 太
社 長 ・ 敦 井 栄 吉
社 長 ・ 保 坂 隆 吉
社 長 ・ 田 辺 勝 太 郎
400
300
250
99
80
70
50
50
50
40
32
30
20
19
12
12
12
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
9
9
出典：昭和27年…帝国興信所編『帝国銀行会社要録』第23版（同所、昭和27年11月）
　　　昭和36年…帝国興信所編『帝国銀行会社要録』第42版（同所、昭和36年11月）より作成。
備考：（ｉ）資本金額は、百万円未満を切り捨てた。
　　　（ｉｉ）社長・頭取が不在の場合は、代表権者名を記した。
昭和27（1952）年
会　社　名 資本金額（百万） 社長・頭取名
第 四 銀 行
北 越 製 紙
新 潟 交 通
北 越 銀 行
北 陸 瓦 斯
越 後 交 通
東 光 商 事
新潟県経済農業協連
新 潟 硫 酸
新潟臨港海陸運送
中 央 電 気 工 業
大 光 相 互 銀 行
新 潟 相 互 銀 行
新 潟 放 送
東 邦 天 然 ガ ス
敦 井 商 店
新潟県信用金庫
頸城鉄道自動車
大 島 農 機
有 澤 製 作 所
新 潟 日 報 社
蒲 原 機 械 工 業
北 越 電 化 工 業
新 潟 製 氷 冷 凍
山 下 家 具 店
新 潟 運 輸 建 設
本 間 組
新 潟 県 米 穀
歴 世 礦 油
福 田 組
頭 取 ・ 藤 田 耕 二
社 長 ・ 桜 井 暼 三
社 長 ・ 中 野 四 郎 太
頭 取 ・ 川 上 十 郎
社 長 ・ 敦 井 栄 吉
代表取締役・田中勇
社 長 ・ 片 岡 千 代 一
会長理事・仲川寅造
社 長 ・ 富 谷 直
社長・大久保賢治郎
社 長 ・ 丸 山 五 男
社 長 ・ 駒 形 十 吉
社 長 ・ 大 森 新 太 郎
代表取締役・坂口献吉
代表取締役・斎藤英二
社 長 ・ 敦 井 栄 吉
理 事 長 ・ 阿 部 隆 治
社 長 ・ 大 竹 太 郎
社 長 ・ 大 島 伍 作
社 長 ・ 箕 輪 秀 一
社 長 ・ 西 村 二 郎
社 長 ・ 涌 井 卯 一
社 長 ・ 山 口 順 太 郎
社 長 ・ 高 杉 儀 平
社 長 ・ 山 下 善 次 郎
社 長 ・ 佐 藤 斎
代表取締役・本間石太郎
社 長 ・ 山 田 甚 吾
社 長 ・ 中 静 泰 三
社 長 ・ 福 田 正
1,000
900
700
600
540
507
488
432
400
348
300
200
200
200
180
125
123
100
100
100
95
80
80
75
75
60
52
52
50
50
昭和36（1961）年
会　社　名 資本金額（百万） 社長・頭取名
図表２　昭和27・36年の新潟県における資本金順上位30社
7す。第２位の中央電気は、上越地区と長野県で電灯・
電力事業を行い、電気化学工業に多角化していました。
北越水力電気と同様にカーバイドの生産が中心だった
のですが、昭和期に入って、電気炉による合金鉄を製
造するようになりました。これが昭和９年に独立し、
中央電気工業としてこれまで成長を遂げてきました。
各電灯・電力会社の経営発展は、大量かつ廉価の電力
供給を可能としました。これにより大正期に勃興した
化学工業がますます進展を遂げました。例えば、日本
曹達が二本木、電気化学工業が青海、現在の信越化学
工業である信越窒素肥料が直江津、現在のダイセル化
学工業の日本セルロイドが新井に工場を設置して、石
灰窒素や酢酸類などを生産し、上越地域の工業化が顕
著に進展しました。
表３で注目すべきは、今はリンコウと社名変更して
いる新潟臨港です。新潟市山の下地区の埠頭や工場用
地の開発を目的とし、加えて、貨物鉄道を建設して、
積極的に工場誘致を行いました。同社により、現在の
新潟西港地区の臨海工業地帯としての発展の基盤が形
成されたのです。
さらに12年には、バス会社の新潟合同自動車が入っ
ています。また、旧県庁前と燕を結んだ新潟電鉄も入
っています。この時期、交通網の整備が着実にすすん
だのです。両社のトップであった中野四郎太は、昭和
期において、ユニークなアイディアと旺盛なリーダー
シップを発揮し、交通業を中心として積極的な事業展
開をしており、当時の新潟を代表する企業家のうちの
一人です。図表２の戦後昭和27年の段階になりますと、
新潟交通は第２位、36年には第３位にランクしてきま
す。昭和戦前から戦中、そして戦後において、新潟交
通のリーダーとしての中野四郎太の企業者活動は特筆
するべきです。
第 四 銀 行 �
北 越 銀 行 �
新 潟 相 互 銀 行 �
新潟総合テレビ�
東 光 商 事 �
福 田 組 �
北 越 製 紙 �
北 日 本 食 品 �
本 間 組 �
県 信 連 �
県 信 組 �
北 陸 瓦 斯 �
県 労 金 �
亀 田 製 菓 �
ニ チ エ ー�
福 田 道 路 �
日 本 精 機 �
内 田 製 作 所 �
加 賀 田 組 �
三 条 信 用 金 庫 �
11,127
5,073
3,697
3,089
2,882
2,855
2,595
2,479
2,050
1,957
1,879
1,863
1,846
1,770
1,734
1,673
1,418
1,367
1,343
1,334
出典：昭和58年…新潟日報社編『新潟県年鑑』昭和60年版（同社、昭和59年10月）
　　　昭和63年…新潟日報社編『新潟県年鑑』平成２年版（同社、平成元年10月）
　　　平成５年…新潟日報社編『新潟県年鑑』平成７年版（同社、平成６年10月）
　　　平成11年度…山賀昭二編『東商信用録（新潟県版）』（株式会社東京商工リサーチ新潟支店、平成12年11月）より作成。
備考：申告所得額は百万円未満を切り捨てた。
昭和58（1983）年
会　社　名 申告所得（百万円）
第 四 銀 行 �
北 越 銀 行 �
北 越 製 紙 �
新 潟 中 央 銀 行 �
内 田 製 作 所 �
新潟県信用農業協連�
北 陸 瓦 斯 �
福 田 組 �
新 潟 県 労 金 �
福 田 道 路 �
北 日 本 食 品 �
新潟総合テレビ�
三 星 金 属 工 業 �
亀 田 製 菓 �
新潟県生命共済農業協連�
本 間 組 �
東 光 商 事 �
日 本 精 機 �
ヨ ネ ッ ク ス�
中 証 券 �
ニ チ エ ー�
加 賀 田 組 �
三 条 信 金 �
丸 福 証 券 �
吉 原 組 �
田 中 産 業 �
ダイニ チ 工 業 �
植 木 組 �
真 電 �
新潟県信用組合�
10,745
6,503
6,498
5,231
3,905
3,792
3,550
3,145
2,536
2,417
2,417
2,410
2,379
2,252
2,164
2,161
2,044
2,017
1,984
1,919
1,692
1,653
1,640
1,623
1,618
1,498
1,417
1,374
1,299
1,298
昭和63（1988）年
会　社　名 申告所得（百万円）
第 四 銀 行 �
北 越 銀 行 �
福 田 組 �
北 越 製 紙 �
本 間 組 �
三 星 金 属 工 業 �
新潟県信用農業協連�
大 光 銀 行 �
新 潟 中 央 銀 行 �
北 陸 瓦 斯 �
日 本 精 機 �
田 中 産 業 �
東 光 商 事 �
ブ ル ボ ン�
ニ チ エ ー�
日本海エル・エヌ・ジー�
新潟県共済農業協連�
北 越 メ タ ル�
コ メ リ�
新潟総合テレビ�
福 田 道 路 �
亀 田 製 菓 �
パ ー ル 金 属 �
新潟県信用組合�
セコム 上 信 越 �
三 条 信 金 �
加 賀 田 組 �
ウ オ ロ ク�
新潟県経済農業協連�
新 潟 日 報 社 �
14,671
7,899
5,207
4,717
4,627
4,614
4,100
3,954
3,792
3,644
3,309
3,198
2,972
2,952
2,910
2,889
2,549
2,479
2,397
2,074
1,998
1,944
1,920
1,881
1,758
1,733
1,670
1,647
1,597
1,558
平成５（1993）年
会　社　名 申告所得（百万円）
第 四 銀 行 �
コ メ リ�
本 間 組 �
新潟県信用農業協連�
コ ロ ナ�
新潟県労働金庫�
北 越 銀 行 �
朝 日 酒 造 �
日 本 精 機 �
大 光 銀 行 �
丸 福 証 券 �
田 中 産 業 �
直江津電子工業�
セコム 上 信 越 �
東 光 商 事 �
北 陸 瓦 斯 �
新 潟 日 報 社 �
アークランドサカモト�
三 条 信 用 金 庫 �
有 沢 製 作 所 �
原 信 �
北 越 製 紙 �
福 田 組 �
遠 藤 製 作 所 �
日本海エル・エヌ・ジー�
ブ ル ボ ン�
福 田 道 路 �
樫 木 商 事 �
新潟総合テレビ�
雪 国まい た け�
11,882
5,530
4,585
3,680
3,654
3,416
3,104
3,036
2,968
2,935
2,890
2,742
2,666
2,425
2,397
2,344
2,247
2,220
2,173
2,110
2,049
1,956
1,952
1,907
1,904
1,653
1,637
1,541
1,485
1,403
平成11（1999）年度
会　社　名 申告所得（百万円）
図表３　昭和58・63・平成５年および平成11年度の新潟県における高額所得法人企業
鯉江です。どうぞよろしくお願いいたします。ただ
今、松本先生がすごい勢いで話されて、皆さんはお疲
れだと思います。彼は百年間を20分で話せと言われて
いたわけです。それに比べて、私は最近の４年間を20
分でお話すればいいので、25分の１のスピードで話し
ますので、皆さんにはゆっくりご理解していただきた
いと思います。
本日は、成長企業の条件とその条件の経営状況への
影響について、新潟県の製造業を事例として、お話を
させていただきます。論文は長岡短期大学地域研究セ
ンター『地域研究　Vol.10』に載せてありますので、
ご覧いただきたいと思います。
まず最初にお話したいことが幾つかあります。１つ
は企業の成長とは何かで、これにはいろいろな定義が
あると思います。例えば、シェアを大きくすることが
成長かも知れないし、利益を上げること、従業員を多
く雇うことかも知れません。そこで今回は利益を上げ
る、企業が生き残っていけることの重要性を考えてみ
たいと思います。
はじめに幾つかの文献調査を行いました。その結果、
現代における企業存続のための不可欠な条件を上げて
みたいと思います。まず、多品種少量生産と短納期、
価格競争力を持っていることです。これは、あくまで
も企業が存続するための重要な条件であることが文献
調査から、ある程度理解できました。
単にそれだけでは問題があるわけで、次に安定的に
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再び図表２をご覧ください。第四銀行や北越銀行、
北越製紙、北陸瓦斯などの明治、大正期に設立された
有力企業が順調に資本金を増やしていたことがみてと
れます。これとともに、戦中から戦後に設立された有
澤製作所や大島農機、歴世礦油などが、上位30位に位
置していることも注目すべきです。
図表３をご覧ください。昭和58年度以降、63年、平
成５年そして11年度の高額所得順のランクをみていき
ますと、上位には銀行をはじめとする金融業や、福田
組、本間組などの建設業が占めています。また、北越
製紙もほぼ一貫してランクしています。この一方で、
コメリや原信、日本精機、内田製作所（コロナ）など
戦後にベンチャービジネスとしてたちあげられた様々
な企業が順調に業績を伸ばし、株式上場を果たすなど
成長を遂げているのには注目すべきです。これらの企
業は、独自の技術、製品、サービスの開発に成功し、
新潟の産業発展の原動力としての役割を担っているの
です。
以上、駆け足でお話させていただいて恐縮ですが、
明治期から現在にかけて長期的視点をもって見てきま
すと、新潟県においては、様々なベンチャービジネス
がたちあげられて、これらが持続的に成長・発展を遂
げていったことが指摘できます。それらの企業を設立
して、経営を主体的に、かつ積極的に展開して成功を
おさめた企業家が多く存在していたのです。今後21世
紀の新潟県の産業の発展を展望する時、企業家精神に
みちあふれた企業家の登場と活躍がこれまで以上に重
要になってくると思います。
いかなる経営環境のもとでも新たなビジネスチャン
スをつかみ、イノベーティブに活動する企業家におい
ては、以下の３つのＣが必要不可欠な構成要素だと考
えます。まず１つ目は、新しい技術やマーケット、新
しい製品やサービスを開発していくという意味で
Creativeです。２つ目は、どんなに困難に見舞われて
も、積極的に果敢に挑戦していくChallengeです。こ
こに上げられた企業も順調に成長したとはいえ、様々
な苦労や困難に直面してきたわけですが、それを企業
家が旺盛にリーダーシップを発揮して乗り越えてきた
わけです。そして３つ目は、Co-operativeです。企業
家どおし、さらには企業家と行政、そして社会とが交
流、あるいは連携をより密にして、お互いの持ってい
る経営資源を結集して、新たなビジネスを生み出して
いくことが極めて重要になってくると思います。今後
の新潟県の産業発展、地域振興に担い手として、３つ
のＣをかねそなえた企業家の主導的な役割を果たすこ
とがますます必要不可欠になってくると思います。
あわせて、企業家の活動の支援する体制を整備する
とともに、こうした風土を醸成していかなければなら
ないこともつけくわえておきます。
成長企業の条件とその条件の経営状況への影響
長岡短期大学助教授　　　鯉江　康正
